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久留米市は古くからỈ路と㝣路の要⾪としての఩⨨を༨め、筑後地᪉における中ᚰ地として発ᒎ

を㐙げてࡁました。また、ࡑれにకい市内ྛ所に数多くの文化財がṧされています。

௒ᅇの調査は、久留米市⾤地の東部にあたる筑後国府跡でᐇ᪋しました。௒ᅇの発掘調査とࡑの

成果を通して、久留米のṔྐと文化財保護にᑐする⌮ゎࡸᬑཬな࡝に㈉⊩でࡁればᖾいです。

また、௒ᅇの発掘調査に㝿して、土地所有者の᪉をはじめ、㏆㞄ఫ民のⓙᵝに多኱なご༠ຊをい

ただࡁました。ᚰよりᚚ♩⏦し上げます。

令和３年３月 31 日

久留米市教育委員会

教育長 ஭上 ㅬ௓

౛ゝ

１.

２㸬

３㸬遺構ᐇ ᅗのస成は、調査ᢸᙜ者と⸨木ᖾ子、中村㯞⾰が行い、ί書は長谷川が行った。

４㸬遺物のᐇ とί書は長谷川が行った。

㸳㸬

㸴㸬

７㸬

㸶㸬ᐇ ᅗとほᐹ⾲、෗┿ᅗ∧の遺物番号は඲てྠ୍である。

㸷㸬出土遺物・ᅗ面➼ㅖ記録は、඲て久留米市埋ⶶ文化財ࢱࣥࢭーにおいて収ⶶ・保⟶されている。

10㸬ᮏ調査の␎記号は㹒㹉㹆 -304、調査番号は 202012 である。

11㸬ᮏ文のᇳ➹と編集は長谷川が行った。

12㸬

ᮏ文┠次

Ϩ㸬はじめに͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏１

ϩ㸬఩⨨と⎔ቃ͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏２

Ϫ㸬調査の記録͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏㸳

ϫ㸬⥲ᣓ͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏͏㸷

ᮏ書はඹྠఫᏯ建タにඛ立ち、 Ặの委クをཷけてᐇ᪋した、筑後国府跡

第 304 次調査の発掘調査報告書である。

調査は久留米市教育委員会が調査主యとなり、久留米市市民文化部文化財保護課の長谷川桃子

がᢸᙜした。

遺構෗┿は &anon E26�' 0ark ϩを⏝いて᧜ᙳした。遺物෗┿は、3E1TAX .- １ϩを⏝いて長

谷川が᧜ᙳした。調査区඲ᬒは、有限会社✵中෗┿௻⏬がドࣟーࣥを⏝いて᧜ᙳした。

ᅗ面の᪉఩はᗙᶆ北を♧す。基‽Ⅼのᗙᶆは国土調査ἲ第ϩᗙᶆ系（世⏺ 地系）を⏝いた。

なお、ᖹ成 28 年の⇃ᮏ地㟈にకう࣓ࣛࣃーࢱー⿵ṇは行っていない。

遺構⾲記の␎記号は、㹑Ｂ -掘立柱建物、㹑㹂 -溝、㹑㹄 -道路遺構、㹑㹉 -土坑、㹑㹎 -ピッ

トをព࿡する。

越州窯系青磁の分類は、ኴᐓ府市教育委員会 2000ࠗ኱ᐓ府条ᆓ跡ϱϬ 陶磁器分類編࠘ኴᐓ

府市の文化財第 49 集による。
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Ϩ㸬はじめに

㸯㸬ㄪᰝࡿ⮳࡟⤒⦋

ᮏ調査は、ඹྠఫᏯ建タにకう事๓の発掘調査である。令和２年３月 2� 日、土地所有者から久

留米市東合川町字上 138 番１におけるࠕ埋ⶶ文化財ໟⶶの有↓ࠖの↷会がᥦ出された。ᑐ㇟地は周

知の埋ⶶ文化財ໟⶶ地である筑後国府跡にྵまれ、ヨ掘☜ㄆ調査においてࡶ遺構が☜ㄆされたため、

発掘調査がᚲ要である᪨をᅇ⟅した。ྠ年㸴月 29 日にࠕ発掘調査の౫㢗ࠖがᥦ出されたため、ྠ

年㸶月 12 日に久留米市長と土地所有者は筑後国府跡第 304 次調査の委クዎ約を⥾⤖した。

⌧地調査期間は令和２年㸷月 14 日から 10 月㸳日まで行った。遺物ᩚ⌮と報告書స成は令和３年

３月 31 日まで行った。調査面積は 208 ㎡である。

㸰㸬ㄪᰝཬࡧሗ࿌᭩సᡂࡿ࠿࠿࡟యไ

調査委ク者：

調 査 主 య：久留米市教育委員会 教育長：஭上 ㅬ௓

調 査 ⥲ ᣓ：久留米市 市民文化部 部長：➉村 ᨻ㧗

次長：西村 ಙ஧

文化財保護課 課長：Ỉᓥ ⚽㞝

課長⿵బ：久保⏣⏤⨾

課長⿵బව主査：ⓑ木 Ᏺ ୸ᯘ ⚞ᙪ

主査：Ỉ原 道⠊

事ົ主査：ᑠ⃝ ኴ㑻

調査ᢸᙜ：長谷川桃子

  ᩚ⌮ᢸᙜ：米⃝⨾ャ子 ௒村 ⌮ᜨ ᐑ㷂 ᙬ㤶

発掘調査⮫時⫋員（会ィ年ᗘ௵⏝⫋員）

⛅Ọ ⤱子、川原 ึ⨾、ᯇᑿ ᮒ⨾、㧗ᑿ ᫓代、⏣中 ᶞ子、⏣中とし子、中村 㯞⾰、

⸨木 ᖾ子、୸ᒣ ᖾ、溝ཱྀ ㍤⏨、Ώ辺しげ子、▮㔝 ⚅ᚨ、ᮏ多 ṇዲ

発掘調査ᩚ⌮⮫時⫋員（会ィ年ᗘ௵⏝⫋員）

኱ὠᒣᜨὠ子
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東にྥかってⱝᖸഴᩳする。断面形は㏫ྎ形を࿊するが、西側に行くにつれ北ቨが南ቨにẚ࡭てഴ

ᩳが⦆くなる。㹑㹄２にకう側溝と⪃࠼られる。土層のሁ積≧ἣから、ఱᗘか掘り┤されているこ

とが推 される。㉮行᪉఩は㹌 -87° - 㹃である。遺物は、土師器のᆗࡸ黒色土器Ａ・Ｂ類の⣽∦、

⦖┠文ᩳࡸ࢟ࢱࢱ᱁子文࢟ࢱࢱのᖹ⎰な࡝が出土している。

ᅵᆙ

㹑㹉㸱㸦第㸳࣭1� 図㸧

調査区西部で検出した。西部分を᧠஘によって◚ቯされている。ᖹ面形はᴃ෇形を࿊する。つᶍ

は長㍈約 1.4 㹫、▷㍈約 1.0 Ї、῝さ約 28 ੉を る。遺物は、土師器のᆗの⣽∦が出土している。

  㹑㹉㸲㸦第㸳図㸧

調査区西部で検出した。西部分を᧠஘によって◚ቯされ、北部分は㹑㹉３にษられる。ᖹ面形は

ᴃ෇形を࿊する。つᶍは長㍈約 1.8 㹫、▷㍈約 0.� 㹫、̔̀ さ約㸷੉を る。遺物は出土していない。

㐨㊰㑇ᵓ

㹑㹄㸰㸦第㸳࣭1� 㹼 1� 図㸧

調査区南東部で検出した。硬化面は、第 55 次調査㹑㹄 2709 第ࡸ 1�9 次調査㹑㹄１とྠᵝに上下

２面☜ㄆでࡁた。下層硬化面は、長さ �.� 㹫以上、ᖜ 1.� 㹫以上のつᶍで、㹑㹂 59 を側溝として

కうࡶのとみられる。地ᒣを約㸶੉～ 1� ੉ほ࡝掘り㎸み、ࡑの上面に硬化面を形成している。♟

を࡝土師器、⎰なࡸ♟、の⣽∦が硬化面に㣗い㎸んだ≧ែでほᐹされたことから࡝土師器、⎰なࡸ

ᩓᕸし、྇いて硬化面を形成したとみられる。下層硬化面には、長㍈約 20 ੉～ 1.1 㹫以上、▷㍈

約 20 ੉～ 50 ੉、῝さ２੉～ 10 ੉のᴃ෇形を࿊する❑みが約 �0 ੉～ 70 ੉間㝸で㐃⥆ⓗにみられ

る。第３ᅗには上➃と下➃の⥺で❑みを♧しているが、⛸がなくなだらかで、඲యが硬化している。

上層硬化面は、長さ 11 㹫以上、ᖜ 2.2 㹫以上のつᶍである。下層硬化面と側溝（㹑㹂 59）上に約

２cm ～ 12 ੉ほ࡝のཌさで黒〓色土を積み（３・４層）、上面に୍部硬化部分がṧる。３・４層は

඲యⓗに⥾まりがᙉく、下層硬化面と㹑㹂 59 を埋め立てる㝿にఱᗘかに分けて྇ࡁ⥾めたと⪃࠼

られる。㹑㹂 59 を側溝とした下層硬化面の౑⏝後に、㹑㹂 59 と下層硬化面を黒〓色土で埋め立て、

ᖜをᣑᙇした上層硬化面を౑⏝したと推 される。上下２面の硬化面のᖜは、㹑㹄２の南部が調査

区外࡬出ることから୙᫂であるが、୧➃の側溝を検出している第 217 次調査では、下層硬化面のᖜ

が �.� Ї、上層硬化面のᖜが 11 Їであることがุ᫂している。

出土遺物は、下層硬化面の┤上から⦖┠文࢟ࢱࢱのᖹ⎰ࡸ越州窯系青磁碗、緑釉陶器、黒色土器

Ａ類の⣽∦な࡝がみられた。３・４層中からは黒色土器Ａ・Ｂ類の⣽∦ࡸ⦖┠・ᩳ᱁子文࢟ࢱࢱす

りᾘしのᖹ⎰な࡝が出土した。㹑㹄２をそう２層（ໟྵ層）からは、土師器のᑠ─、黒色土器Ａ・

Ｂ類の⣽∦ࡸ⦖┠文࢟ࢱࢱのᖹ⎰、㡲ᜨ器のᆗな࡝が出土している。

ࢺࢵࣆ

㹑㹎 1�㸦第㸳࣭1� 図㸧

調査区北東部で検出した柱⑞をకうピットである。ᚄは約 35 ੉で、ᴃ෇形を࿊する。῝さは約
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38 ੉である。柱⑞のᚄは約 14 ੉である。遺物は土師器の⏎のཱྀ⦕部が出土した。

㹑㹎 ��㸦第㸳࣭2� 図㸧

調査区北東部で検出した柱⑞をకうピットである。ᚄは約 49 ੉で、ᴃ෇形を࿊する。῝さは約

35 ੉である。柱⑞のᚄは約 20 ੉である。遺物は、土師器の⏎の⬗部が出土した。

㸱㸬ฟᅵ㑇≀㸦第㸴࣭21 図㸧

௒ᅇの調査では、ࣥࣃコࣥࢼࢸー１⟽分の土師器ࡸ⎰、風字硯な࡝を☜ㄆした。

㸯～㸱は㹑㹂１から出土した。㸯は土師器のᆗで、ᗏ部はࣛ࣊ษりしている。㸰はᖹ⎰で、ฝ面

はࢹࢼᾘされているが、พ面にᕸ┠がṧる。㸱は୸⎰で、พ面はᕸ┠がṧり、ฝ面はࢹࢼᾘされて

いる。㸲・㸳は㹑㹂 59 から出土した。㸲は土師器のᇫであり、外面はᅇ㌿ࢹࢼとࢹࢼが、内面は

がみられる。㸳は、長さࢹࢼ 8.1 ੉、ᖜ 3.4 ੉、ཌさ 1.� ੉の石製品であり、下部はḞけている。

上部中ኸに┤ᚄ㸴ੈの✰が䬼Ꮝされており、୧面の⾲面は෇⁥である。ᶒと⪃࠼られるが、◒石で

あるྍ⬟ᛶࡶある。◁ᒾ製で、㔜さは 111.35 㹥。㸴～㸷は㹑㹄２の地ᒣ（下層硬化面）┤上で検

出した。㸴は土師器の─で、外面はᅇ㌿ࢹࢼ、内面をᅇ㌿ࢹࢼとࢹࢼで௙上げる。㸵は越州窯系青

磁碗である。内面に┠跡があり、外面は඲面᪋釉後に㧗ྎの釉をᥙྲྀࡁっている。越州窯系青磁Ϩ

－１類。㸶は緑釉陶器のᇫで、内外面の୍部にῐ緑色の釉がⱝᖸṧっている。㸷は㹒字形を࿊する

石製品で、⁥石製石㘠を㌿⏝したࡶのとみられる。㹒字の⦪部分にはᚄ４ੈの෇形の❑みが୍か所

みられる。1� ～ 12は㹑㹄２の３・４層から出土した。1�は土師器のᆗで、ᗏ部にࣛ࣊ษりとᯈ┠

がṧる。11 は黒色土器Ａ類のᇫで、内面は࣑࢟࢞がみられるが、黒色化していない෇形の部分が

ある。12 は黒色土器Ｂ類のᇫで、内外面に࣑࢟࢞がみられる。1� ～ 1� は㹑㹄２の２層（ໟྵ層）

から出土した。1� は─で、1�・1� はᑠ─。1� ～ 1� はいࡎれࡶᗏ部をࣛ࣊ษりしている。1� のᖹ

⎰はฝ面はࢹࢼᾘされているが、พ面にᕸ┠がṧる。1�は㹑㹎 12 から出土したᇫである。1� は㹑

㹎 35 から出土した風字硯のྑ下部分である。⾲面は⁥らかであり、ቚ⑞が୍部にṧる。1� は㹑㹎

52 から出土した土師器のᆗである。

ϫ㸬⥲ ᣓ

௒ᅇの調査では、掘立柱建物２棟、溝２条、土坑２基、道路遺構１条、ピット➼を検出した。

調査地は、国府ᇦを東西に㉮る推定官道のルート上にあり、第 1�9 次調査㹑㹄１ࡸ第 55 次調査

㹑㹄 2709 の延ఙ部分にあたるため、㹑㹄２はこの推定官道の୍部と⪃࠼られる。㹑㹄２は上下２

面の硬化面が☜ㄆされている。㹑㹄２下層硬化面の築造時期については、下層硬化面の┤上から⦖

┠のᖹ⎰ࡸ黒色土器Ａ類な࡝が出土しているが、築造か⿵ಟの࡝ちらにకうࡶのなのかが分からࡎ、

時期を☜ㄆでࡁなかった。下層硬化面の廃絶時期と上層硬化面の築造時期は、下層硬化面を埋め立

てた黒〓色土中（３・４層）から黒色土器Ｂ類が出土していることから、10 世紀中頃以降と⪃࠼

られる。上層硬化面の廃絶時期は、㹑㹄２の２層からᗏ部ࣛ࣊ษりのᑠ─が出土しているため、11

世紀以降とみられる。なお、周辺の調査成果からは、下層硬化面の築造を７世紀ᮎ～㸶世紀ึ㢌、
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第㸶図 調査区඲ᬒ（南上✵から）

第㸷図 㹑Ｂ�0・㹑Ｂ�1᏶掘≧ἣ（北東上✵から） 第 1� 図 㹑Ｂ �0・㹎２土層断面（西から）

第 11 図 㹑Ｂ �0・㹎４土層断面（南から） 第 12 図 㹑Ｂ �1・㹎２土層断面（南から）
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第 1� 図 㹑㹂１土層断面（東から） 第 1� 図 㹑㹉３土層断面（西から）

第 1� 図 㹑㹄２土層断面（西から） 第 1� 図 㹑㹄２ ３・４層上面（東から）

第 1� 図 㹑㹄２硬化面（東から） 第 1� 図 㹑㹂 59 土層断面（西から）

第 1� 図 㹑㹎 18 土層断面（西から） 第 2� 図 㹑㹎 37 土層断面（西から）
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第 21 図 出土遺物෗┿
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所収遺跡名 種別 時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

筑後国府跡

第 304 次調査
官衙 古代

掘立柱建物

溝

土坑

道路遺構

ピット

２棟

２条

２基

１条

多数

土師器、黒色土器Ａ・Ｂ類、

越州窯系青磁碗、緑釉陶

器、風字硯、石製品

推定官道を検出した。

要 約

調査地は、国府内を東西に横断する推定官道のルート上にあたる。道路遺構は、調査区南東部で検出し、南部は調査区

外に延びる。硬化面は２面あり、下層硬化面と側溝を積み土によって埋め立てたのち、上層硬化面を形成したとみられる。

時期は、下層硬化面の廃絶と上層硬化面の築造を 10 世紀中頃に、上層硬化面の廃絶を 11 世紀以降に求められ、周辺の調

査の成果と合致することが分かった。

土木工事の届出日 令和２年４月 21 日 遺物の発見通知日
令和２年 10 月７日

（２文財第 1349 号）
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